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病院の実力
「耳・鼻・のどの手術」

医妻套樫圃別2014年さ台療実績
（葺亮亮新聞評ペ）

「国・」は国立病院機薦o「地・」
は地域医療機能推進機溝。「セ」
はセンター0 ※「山陰労災」「川
崎医大」「岡山済生会総合」は28
1 3年実練8

昔全国の調査結果は「 くらし
健康面」古こ掲載 していますロ

今
回
の
「
病
院
の
実
力
」
は
、

耳
・
鼻
・

の
ど
の
手
術
を
取
り

上
げ
た
。
一
覧
表
に
は
、耳
の
鼓

童
形
成
術
件
数
、
鼻
の
鼻
中
隔

矯
正
術
件
数
、
の
ど
の
ア
デ
ノ

イ
ド
切
除
衝
と
口
蓋
屁
船
穂
出

術
の
合
計
件
数
を
掲
載
し
た
。

鼓
室
形
成
術
は
、
代
表
的
な

耳
の
手
術
。
細
菌
感
染
に
よ
る

慢
性
中
耳
炎
や
、
鼓
膜
近
く
の

皮
膚
駐
輪
が
増
殖
す
る
真
珠
腫

性
中
耳
炎
な
ど
に
対
し
て
行
わ

れ
る
。
中
耳
の
炎
症
が
長
引
く

と
鼓
膜
や
音
の
振
動
を
伝
え
る

小
さ
な
骨
（
耳
小
骨
〕
が
傷
み
、

聴
力
低
下
を
引
き
起
こ
す
。
そ

こ
で
鼓
童
形
成
術
で
は
、
炎
症

で
傷
ん
だ
担
織
を
取
り
除
き
、

鼓
膜
や
耳
小
骨
を
修
復
し
、
聴

力
を
回
復
さ
せ
る
。

鼻
中
隔
矯
正
衝
は
、
左
右
の

鼻
の
穴
を
仕
切
る
骨
や
軟
骨
の

壁
「
鼻
申
顧
」
の
曲
が
り
を
直

す
。
鼻
中
隔
の
曲
が
り
が
成
長

過
程
で
大
き
く
な
り
、
鼻
づ
ま

り
な
ど
の
症
状
が
出
る
と
「
鼻

中
瞞
湾
曲
症
」
と
呼
ば
れ
、
矯

正
術
の
対
象
に
な
り
う
る
。

口
や
鼻
の
異
に
あ
る
リ
ン
パ

取
締
は
、
子
ど
も
の
時
に
大
き

く
な
り
、
外
か
ら
入
っ
て
く
る

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵

抗
力
と
し
て
機
解
す
る
が
、
腫

れ
や
炎
症
が
ひ
ど
い
場
合
は
切

除
す
る
。
ア
デ
ノ
イ
ド
は
、
口

蓋
垂
の
後
ろ
上
に
あ
る
リ
ン
パ

駐
韓
で
、
肥
大
す
る
と
鼻
づ
ま

り
や
い
ぴ
き
の
原
因
に
な
る
。
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鼠 書鮎■■
鳥取大 4 9 87 2 19
山陰労 災※ 12 10 60
県立 中央 r　 6 16 由

蓋宅胤 J■
島根大 15 3 26

歴世蛭■
倉敷 中央 108 34 164
岡 山大 7白 9ウ 1白

川崎 医大※ 29 8 6 12 1
岡 山赤十 字 2（） 19 9 5
川 嶋」医：大川 峰 6 11 2 2
岡 山済生会 総合詠； 1 2 0 7 9

闇莞 ■■J■
県．立 広島 1引 73 別 0
市立 広島市 民 87 32 11ヰ

広 島大 25 35 128
寺富山市民 1与 郎 15 1
広 島赤十 字 ・原 ≠暴 14 32 17 2
市 立≡次 中央 10 12 11ヰ

興 生総合 川 12 89
国 ・呉 医召薫セ 8 9 ヰ4

マツダ 2 14 62
広 島市立 安佐市 民 1 28 60
J A I毒連】担台 1 1 107
中電 8 18 27
」 A 広 島横 合 8 8 88

l職 ■■■－■■
山 口大 ヰ畠 56 引

地 ・徳山中央 柑 32 159
下 関市 立市民 16 さ 85

国 ・岩 国医療 セ 14 23 105
県立鹿 含医療 セ 7 26 102


